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1. 研究目的 

人間はひとりひとり異なった個性を持っ

ている。現在では被服の保健衛生上の機能

はある程度満足され、社会規範による服装

の縛りは無くなってきているため、被服を

着用する最終的な目的となるのは着用者の

個性の表現であることが多い。被服の表現

には着装者の個性が大きく関わり合ってい

る。また、昨今の高度情報化社会の中で、

アパレル界においてもデジタル化が進んで

おり、着装シミュレーションソフトウエア

によって新しいファッション表現ができる

ようになってきている。 
本研究では、着装シミュレーションソフ

トを使用して着用者の個性(顔・髪型)と被服

の個性の適合（似合う）あるいは不適合（似

合わない）を含め、個性を表現するための

被服について着装イメージを用いて検討し

た。評価については、どのような顔のタイ

プのモデルにどのような服が似合うのか、

着装していない服のみの状態と着装状態と

で評価に違いが出るのか、また、性別やフ

ァッションへの関心度、着用者との面識の

度合いによって評価に違いが出るのかを検

討した。 
 

2. 研究方法 
ファッションに関するアンケート、モデ

ルとの親密度と「服のみ」・予備調査で選出

した５名の「モデルの顔」・モデルに被服を

着せ付けた「着装イメージ」のそれぞれを

例として表 1 にあげるような形容詞対を用

い７段階 SD 法によって調査を行った。被

調査者は横浜国立大学の学生 86 名（平均年

齢 21 歳）。調査時期は 2002 年 12 月中旬か

ら下旬。試料は「服のみ」については着装

シミュレーションソフトを用い 6 タイプの

コーディネートを作成し、「モデルの顔」は

デジタルカメラで撮影したものを、「着装イ

メージ」は６タイプの服をモデルに着せ付

けたものをそれぞれ背景同一にしプリント

アウトしカラーコピーした物を試料とした。 
データ入力に不備のあったデータを除い

た 80 名分の評価の結果を集計し、「服の

み」・「モデルの顔」・「着装イメージ」ごと

に因子分析を行い類型化した。また、性別・

親密度・ファッション関心度による着装イ

メージの評価の違いや着装の有無による評

価の違いを調べるために、平均の差の検

定・一元配置分散分析を行った。さらに、

モデルの顔のタイプによる似合う服のタイ

プを、着装イメージの因子得点を用いて検

討した。 
表 1 ７段階評価法の例（「モデルの顔」 

形容詞対の一部） 
面長である 1-2-3-4-5-6-7 顔の丸い 

   動的な 1-2-3-4-5-6-7 静的な 
スポーティな 1-2-3-4-5-6-7 ドレッシーな 
  男性的な 1-2-3-4-5-6-7 女性的な 
  古典的な 1-2-3-4-5-6-7 現代的な 
 
3. 結果及び考察 
3-1「服のみ」の因子分析：因子分析の結果、

固有値 1.0 以上、累積寄与率 95. 7％の

基本因子、「性別の因子」・「年齢の因

子」・｢装飾性の因子｣が抽出された。ま

た、Ａ、Ｄ、Ｅの服は「性別の因子」に、

Ｂ、Ｄ、Ｆの服は「年齢の因子」に、Ｃ、

Ｆの服は「装飾性の因子」に分類できた。 
3-2「モデルの顔」の因子分析：固有値 1.0

以上、累積寄与率 79.4％で 3 つの因子

「時代性と洗練さの因子」・「性別性の因

子」・「年齢性の因子」を抽出した。モデ

ルａは「性別性の因子」、モデルｂ、ｄ、

ｅは「時代性と洗練さの因子」、モデル

ｃは「性別性の因子」と「年齢性の因子」

にそれぞれ分類できる。 
3-3「着装イメージ」の因子分析：「年齢性

と装飾性の因子」・「評価性の因子」・「性

別性の因子」の３因子が抽出された。ま

た、着装イメージの因子分析を「服のみ」

の因子分析と比較すると、「着装イメー

ジ」には「服のみ」の基本因子に「評価

性の因子」を加えたものであることが分

かる。さらに、「着装イメージ」の因子

負荷量に着目すると、「似合う－似合わ

ない」が 0.92 と高い負荷量を示してお

り、着装イメージを評定する上で最も大



きく関与する形容詞対は似合う度合い

であることが分かる。 
3-4 着装イメージに影響を及ぼす成分：性別

によるイメージの影響を調べるために

独立したサンプルのＴ検定を行った結

果、有意差は見られなかった。同様に親

密度･ファッション関心度別に一元配置

分散分析を行ったが有意差は確認でき

なかった。また、モデルの顔･服種ごと

に一元配置分散分析を行ったら、有意差

が確認できた。このことから、着装イメ

ージ評定をする際、最も影響を及ぼす成

分は服の種類であり、次に影響を与える

ものはモデルの顔の印象であることが

わかった。また、モデルとの親密度ある

いはファッションへの関心度の寄与は

確認できなかった。したがって、人と人

との関係や人の性格、ファッションへの

関心の有無によって「似合う－似合わな

い」などの着装イメージを評価するので

はなく、人の顔の見た目や服の種類によ

って評価するということがわかった。 
3-5 着装の有無による評価の違い：「服の

み」・「着装イメージ」のＳＤ法の評定結

果を、両者に共通する７形容詞対を比較

し着装状態の違いによるイメージ評価

への影響を、モデル・服種ごとに独立し

たサンプルのＴ検定を行った結果、モデ

ル、服種、また形容詞対によっては、モ

デルの顔の印象が着装イメージに強く

影響している事がわかった。そして、衣

服の個性の影響を受ける人、受けない人

がいることもわかった。 
3-6 モデルの顔のタイプによる似合う服 

「着装イメージ」の因子分析から得られ

た因子得点を用いて、3-2 で分類したモ

デルのタイプ別に似合う服を検討した

結果を表 2 に示す。この表からわかる

ことは、現代的で洗練されたイメージを

持つ人は大人っぽい服が似合うこと、ま

たその反対に古典的で野暮ったい人は

幼い服が似合うことである。また、女性

的な人は女性的な、男性的な人は男性的

な服が似合い、男性的で若若しい人はい

ろいろなタイプの服が似合うことが読

み取れる。さらに、服に着目すると、性

別性のある服や幼いイメージの服は似

合う人が限られるが、大人っぽい服や装

飾的な服、シンプルな服は様々なタイプ

の人に似合うことがわかる。 

 
4. まとめ 
○ 「服種」「モデルの顔」「着装イメージ」

それぞれが３つの因子によって分類で

きることがわかった。 
○ 着装イメージを決定付けるのに最も関

与する形容詞対は「似合う－似合わな

い」である。 
○ 着装イメージを評定する際、最も影響を

及ぼすのは服の種類であり、次に影響を

与えるものはモデルの顔である。また、

モデルとの親密度、ファッションへの関

心度による着装イメージ評価への影響

は本調査では見られなかった。 
○ 着装の有無による差異の結果から、モデ

ルや服種によっては、モデルの顔のイメ

ージが着装イメージに強く影響するこ

と、服のイメージが着装イメージに強く

影響することがわかった。 
○ 現代的で洗練されたイメージを持って

いる人は大人っぽい服が似合い、その反

対に古典的で野暮ったいイメージを持

つ人は幼い服が似合うことがわかった。

また、女性的な人は女性的な、男性的な

人は男性的な服が似合い、男性的で若若

しい人はいろいろなタイプの服が似合

う。 
○ 性別性のある服や幼いイメージの服は

似合う人が限られるが、大人っぽい服や

装飾的な服、シンプルな服は様々なタイ

プの人に似合うことがわかった。 

表 2 モデル顔のタイプと似合う服 
第３因子

現
代
的
で

洗
練
さ
れ
た

古
典
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で

野
暮

っ
た
い

女
性
的
な

男
性
的
な

若
若
し
い

女性的な △ × ○ × ×

男性的な × ○ × △ △

幼い × ○ × △ △

大人っぽい ○ △ ○ ○ ○

装飾的な ○ △ ○ ○ ○

シンプルな ○ × ○ ○ ○
第３因子

第１因子 第２因子

第１因子

第２因子

 
（○：似合う、△：まあ似合う、×：似合わない） 


